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研究成果の概要（和文）：　本研究は、英語学習の基本となる語彙学習に焦点をあて、より効果的な語彙獲得のための
学習方法や指導方法を実証することを目的として、調査研究を主として行った。語彙学習は、普段の授業では、指導す
る時間がなかなかとれず、小テストを実施することで、各学習者の自学習として取り扱う形になってしまう。本研究で
は、語彙学習の時間を授業に組み入れ、「書く」「読む」指導を中心に実施した結果、特に低学年には語彙習得とその
後の学習に効果があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study is to demonstrate an effective learning method and te
aching method to learn English vocabularies.  Learning vocabularies is the foundations of learning English
.  In a usual lesson, teaching vocabularies cannot be taken easily.  Instead, a teacher only carries out a
 vocabulary quiz to his/her students in the lesson.  In this study, a teacher gives his/her students a voc
abulary teaching in the lesson.  As a result of teaching vocabularies focusing on writing and reading in t
he lesson, especially students in the lower grades have an effect on vocabulary acquisition.        
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、科研費補助金を受けた共同研究
のプロジェクトメンバーとして携わってき
た、平成 13年度、平成 15～17年度、そして
平成 19 年度（本研究を開始した時もまだ継
続中）の研究が基盤となっており、平成 18
～20 年度に受けた科研費補助金で行った個
人研究をさらに発展させるものであった。 
開始した当初は、上記でも記述した、本研
究の基盤となっている、平成 19 年度からの
共同研究も継続して行っていたため、プロジ
ェクトメンバーの打ち合わせなどで集まる
機会も多く、その際には、本研究における調
査の協力や研究過程における相談なども行
いやすい状況で進めることができた。 
また、開始直後に始める調査には、前述し
た共同研究の成果として、平成 17 年度に出
版された語彙集、「理工系学生のための必修
英単語 3300（通称 COCET3300）」とこの語
彙集をベースに作られたオンライン語彙学
習サイトに関わるものであったが、個人研究
で実施した中・高等学校の英語の先生たちの
アンケート調査や COCET3300 に対する意
見などをまとめてあったため、その調査を参
考にしながら、対象者を広げるというところ
から着手した。 
 研究計画書では、研究開始当初に、授業実
験として、「COCT3300 を用いた学生による
オリジナル語彙集・短文集の作成」を行う予
定であった。しかし、この調査研究に関して
は、研究対象となる高学年や専攻科の学生の
授業を担当しなかったため、実施することが
できなかった。 
 
 
２．研究の目的 
  
本研究は、平成 17 年度に出版された語彙
集、「理工系学生のための必修英単語 3300」
（COCET3300）とこの語彙集をベースに作
られたオンライン語彙学習サイトを基盤に
して行った。 
この 2つの語彙学習教材は、これまでも授
業などで積極的に活用してきていたが、語彙
集という性質上、学習者の自主学習に任せた
使い方になりがちであった。結果、自主学習
の教材として積極的に使う学生と、必要に迫
った時（単語の小テストや課題などの出題範
囲として提示された場合など）にしか使用し
ない学生との学習差が顕著になっていた。そ
こで、本研究では、「語彙学習は、英語を習
得するため基盤となる重要な学習である」と
いうことを再認識し、日常行われる授業にお
いて、この語彙学習教材をより有効的に活用
し、学習者の語彙力を伸ばしていくことが可
能となるような学習方法や指導方法を提案
することを最終目的として行った。 
 また、本研究では、今後取り組む新しい調
査研究も企画した。この調査の目的は、高専

の地域差（学習環境）が高専生の英語を学習
する動機や意欲、さらには英語能力に対して
何らかの影響を与えることを明らかにする
ことであった。この調査研究の着想に至った
経緯は、これまで、異なる高専に勤務した経
験より、その土地の地域性と学習環境には、
何らかの因果関係があり、英語を指導してい
る中で、英語学習に対しても関わりがあるの
ではないかと考えるようになったからであ
った。日本国内のほぼ各県に存在する高専は、
その地域の影響を受けやすいのではないか、
という単なる漠然とした考えだけではなく、
きちんとしたデータを取って実証するため
に、本研究においてこの調査を企画した。先
に述べた、プロジェクト研究でつながりをも
つようになった他の高専の先生方との関わ
りを生かした調査研究として、本研究に取り
入れ、高専の学生の特徴をより明確にし、高
専生にあった英語学習（特に今回の研究では
語彙学習）を提案することを目的として実施
した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究初年度は、「異なる語彙学習方法によ
る学習意欲や語彙力の相違点を明らかにす
る」という調査を行うために、次のような方
法で研究準備に取りかかった。 
① 調査の対象者を決め、協力してもらう学 
校を選定した後、調査の依頼をする。 
② 調査対象となる学校のコンピュータ環境 
の設定。 
③ 事前調査： 
それぞれの学習者が、これまでどのような
目的で語彙学習をおこない、どのような教材
や方法で語彙学習を進めてきたかという調
査を行う。 
④ 異なる語彙学習方法のグループ分け： 
調査対象の学習者を「コンピュータ学習
群」と「非コンピュータ学習群」に分ける。 
⑤ テスト問題の作成： 
学習成果を測定するためのプリテスト、ポ
ストテスト、フォロウアップテストを作成す
る。 
⑥ 事後調査としてアンケートを作成する。 
 
上記の研究準備が整った後は、まず研究対
象者に対し、プリテストをはじめに行い、語
彙力を測定した。その後、コンピュータを使
用する語彙学習とコンピュータを用いずに
学習する方法で、一定期間、語彙指導と学習
を実施した。学習直後に、ポストテスト、そ
れから少し時間をおいた後でフォロウアッ
プテストを行い、それらの結果を分析してか
ら、データ化し、研究結果としてまとめた。 
 
また、本研究で新しく企画した調査研究、
「高専の地域差と英語学習の因果関係を明
らかにする」は、実際に現地の高専を訪れ、



その高専に所属する英語の先生方や学生に
インタビューをしたり、アンケートを取った
り、授業観察などをすることができなかった。
そのため、現地調査に変わる手段として、本
研究においては、学生に対しては、紙媒体の
アンケートを主に実施し、英語科の先生方に
対しては、紙媒体のアンケートの他、電子メ
ール、また直接、電話で話を聞くなどの方法
で、調査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
  
本研究における、「異なる語彙学習方法に
よる学習意欲や語彙力の相違点を明らかに
する」という点で明らかになったことは、語
彙学習を行う上で、その学習方法の違いによ
って、語彙力そのものには大きく影響するこ
とはないということが明らかになった。特に
本研究における調査の対象者が、主に高専の
学生である場合、理系科目を得意とする一方
で、文系科目（特に英語）に対して、苦手意
識を持っている学生が多いという特徴があ
げられる。しかし、彼らは、コンピュータを
扱うことを得意とするので、語彙学習におい
ても、コンピュータを使用することで、語彙
学習に興味をもった。その結果、語彙学習へ
の動機づけや学習意欲といったものに対し
ては、コンピュータを用いた学習方法が効果
的であると言える。このことは、学生に実施
したアンケート調査やインタビュー調査な
どでも明らかになった。一方で、語彙力その
ものについては、コンピュータを使った学習
は、単調になりがちで、継続して続けること
が難しい上、定着した語彙力につながらない
結果となった。 
本研究における研究成果として、特に主張
したい点は、語彙学習を授業の中に積極的に
取り入れることで、語彙力の伸びにつながる
ことが実証できたということである。このこ
とは、特に低学年の学生に顕著に表れた。一
般的に、語彙学習は、英語学習の基本的な学
習であると認識されているわりに、実際には、
授業の中で語彙指導を取り入れることは時
間的にも難しいというのが現状である。語彙
学習は、授業の中では指導せず、学習者が自
分で行う自主学習などとして取り扱われて
いることが多い。例えば、小テストを実施す
ることで、学習者個人がそのための勉強をす
るという方法である。本研究においては、語
彙学習のための時間を 7、8 分程度、授業の
中に取り入れ、指導者が「書く」練習を促し
たり、声に出して「読む」ことで、発音練習
を行った。また、それに加え、小テストを定
期的に実施し、その範囲のワークシートを配
布し、提出を義務づけるなど、指導者が積極
的に学習者の語彙学習に関わるようにした。
その結果、前述したように、特に低学年の学
生には、語彙力の伸びが認められた。それば
かりでなく、より多くの学生が、語彙学習の

意義を実感し、その後の語彙学習の動機づけ
にもつながる結果となった。 
今後は、限られた授業時間の中に、どのよ
うな語彙指導や語彙学習を効率よく取り入
れることができるかという点を中心にして、
さらなる研究を続けていく。また、学習者自
身の自律的な学習へとつながるところまで、
本研究を発展させていくつもりである。 
 
 本研究では、全国の高専を訪問し、各高専
の地域性が与える学習環境と学生の英語学
習や英語能力との関連性を明らかにすると
いう調査研究も行った。この調査研究は、こ
の科研費補助金の支援を受けて、はじめて取
り組む新しい企画であった。その背景には、
本研究者が、これまで、人事交流なども含め、
複数の高専で勤務した経験や、共同研究で、
全国の高専の英語の先生方との交流が深ま
ったことが関係する。各高専には、それぞれ
独自の教育方法があることをはじめ、その地
域に密着した、特色ある学生が入学してくる
ことを知り、そのような各高専の独自性が、
英語学習にも何らかの影響を与えるのでは
ないかと考えるようになったからである。特
に、都市部と地方の学生では、卒業後の進路
なども違ってくるので、そのような差が、在
学中の英語を学習する動機や、学習意欲に関
わってくるのではないかという点を調査す
る予定であった。この調査研究に関しては、
本研究の最終年度から着手することになっ
たことに加え、現地調査をする時間が不足し
たことなどもあり、まだ満足のいく結果が出
ておらず、その成果を今回の研究成果として
報告することができない。継続研究として取
り組んでいくつもりである。 
 
また、本研究で行う予定であった、授業実
験に関しては、授業担当の関係もあり、専攻
科の学生や 4、5 年生などの高学年を対象と
した、COCET2600 を使用した調査研究も実施
することができなかったので、この研究に関
しても、今後の研究として継続して行い、研
究成果として、所属する学会の研究会などで
報告するつもりである。 
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